
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

●全職員による共通理解と共通実践 ○学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教員を８５％以上に
する。
○「書く力」を高めることを意識した取組を実践
した教員を８０％にする。

・マイプランを定期的に見直し、取組状況を把握できるよう
に、研修等で促進を図ったり、マイプラン確認の時間を設定し
たりする。
・スキルタイムを週２回に増設し、取組内容の充実を図る。
・自分の考えを書いたり、思考を言語化させたりすること（例え
ば、「キーワード」の提示など条件を入れる）を意識した授業
づくりや日常活動を行う。

B

・全職員がマイプランを立てて、自分の指導に生かしてい
る。成果指標を達成した教員は、66.7％で、目標指数まで
に至らなかった。これは、定期的な見直しができていな
かったことも要因の一つだと考える。そこで、職員会議等
の折に時間を設定して見直し、修正の時間を図ることで、
さらに効果的にマイプランを活用していきたい。
・スキルタイムを効果的に取り組むことができるように内
容の見直しを図った。とくに、「書く力」の育成を目指して、
国語の日には条件作文やトレーニング、視写等の書くこと
を意識した内容を取り入れることにした。
・80.9％の教員が「書く力」を高めることを意識した取り組
みを実践できていること回答した。2学期の取り組みでさら
に伸ばしていきたい。

A

・マイプランの定期的な見直しはできなかったが、各々自
分の立てた目標を意識した実践をすることができていた。
成果指標を達成した教員は91％であった。
・スキルタイムの増設、全校統一テーマによる週末課題
（作文）の取組により、「書く力」を伸ばす手立てをとること
ができた。とくに週末課題においては、児童が書く楽しさ
を味わいながら様々なテーマについての作文を書くことを
続けることで、児童も教師も手ごたえを感じられた。
・95％の教員が「書く力」を高めることを意識した取組を実
践できており、共通理解と共通実践が図られたことが示
された。

○「楽しい授業づくり」の推進 ○「学校の授業は楽しい」と回答する
児童を９０％以上にする。

・「楽しい授業」を目指し、校内研究や日々の授業にお
いて学習課題の工夫をしたり、授業力向上に向けての
手立てを講じたりする。また、児童同士がつながるような
場（教え合いや学び合い）を意図的に仕組む。
・教師間の授業参観をいつでもできるようにする。

B

・「学校の授業は楽しい」と回答した児童が93％だっ
た。
・教師間の授業参観を行えるような風土作りはでき
ているものの、なかなか時間を作ることができなかっ
たが、2学期からボードを活用したり、呼びかけたり
して取り組みを強化していきたい。

A

・「学校の授業は楽しい」と回答した児童が87％だった。
・教師間の授業参観を行える環境はできているが、時間
を確保することが難しい現状があった。そんな中、ICT推
進リーダーや教科部会研究授業等の授業の際は時間を
確保して授業参観したり、研究会に参加したりと、授業作
りに対する研鑽を積む教師の姿が見られた。

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊か
な心を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯
定的な回答をした児童を80％以上に
する。
○「安心して学校生活を送っている」と
感じる児童を90％以上にする。

・人権集会やお話タイムを実践し、自他の生命を尊重する心
や他者への思いやりの心の育成を図り、学校全体に支持的
風土を醸成する。
・授業参観で、ふれあい道徳授業を実践したり、互いの授業
を見合う交流をしたりすることで、道徳の授業の充実を図る。
・保護者や地域の方と連携した○○体験の実施を促す。

A

・5.6.9月の３回「お話タイム」を実施し、生命尊重や思いや
りの心の育成を図ることができた。今年度中に後３回実施
し、さらに学校全体に支持的風土を醸成していきたい。
・４、５年生で「暴力防止ワークショップ」を実施し、自他の
生命を尊重する心の育成を図った。

A

・「安心して学校生活を送っている」と感じる児童は9３％と目標
を達成している。
・後半は計３回(全６回)の「お話タイム」を実施することができ
た。担任以外から話を聞くことで、子どもたちのいじめ、人権問
題に対する意識も、よりよく変わっていった。
・PTA親子活動や二分の一成人式で、保護者と連携した活動
をすることができた。

●いじめの早期発見、早期対応体制
の充実

○いじめの覚知、認知に係る組織的
対応ができていると回答した教員を
90％以上にする。

・日常的な見取り・情報収集により、いじめの早期発見早期
対応を行う。担任だけでなく、学年主任・管理職・SC等との連
携を取りながら、児童の指導・保護者対応にあたる。
・生徒指導・児童支援協議会を毎月実施し、全職員による対
応を協議することで、多角的な生徒指導・教育相談を講じ
る。中学部との連携も取り入れる。
・５月～２月にアンケート「月の心」を実施し、そのうち６月、１２
月にいじめアンケートを実施することにより、潜在的ないじめに
対応する。
・１０月に、教育相談週間を設ける。全児童と担任が１対１で
話す機会を設けることで、その後も相談しやすい雰囲気作り
をする。

B

・生徒指導協議会、児童支援協議会を通して、毎月の生活目
標の取り組み、生徒指導上で気になる児童や支援が必要な児
童について、全職員による共通理解を図りながら指導をするこ
とができた。
・「月の心」や６月のアンケートをもとに、個別に聞き取りを行う
ことで、いじめの早期発見・早期対応を行うことができた。必要
に応じてケース会議を開くなど、担任だけで抱え込まず、学年
団や管理職・SC等と連携しながら、児童の支援や保護者対応
に当たることができた。
・８月に「発達障害と依存」について、SCによる教育相談研修
会を行い、職員の啓発を行った。１０月に、教育相談週間を設
ける。

A

・管理職や学年主任、各部会等で情報共有や指導にお
ける情報の活用や連携を行った。その結果、R4よりよい
学校にするためのアンケートで「いじめの覚知・認知に係
る組織的な対応ができている」「いじめ防止とその解決に
取り組んでいる」という質問に肯定的回答をした職員が
共に100％だった。
・「〇月のこころ」や「いじめアンケート」により早期に対応
することができた。生徒指導・児童支援教育相談協議会
を毎月実施し共通理解することで、いじめ防止とその解
決に積極的にとりくむことができた。

◎自らの夢や目標の実現に向けて努
力する志を高める教育活動の推進

○「勉強は夢や目標の実現に役立つ
と思う」児童を70%以上にする。

・Q-Uの分析を取り入れ、ＰＤＣＡサイクルを踏まえた児童理解・学力
向上の取り組みを実践する。
・開発的生徒指導の理念による実践を行い、児童に出番・役割を与
え、承認する指導に努める。
・キャリアパスポートを活用し、児童一人ひとりが将来や自分の生き
方についての目標をもち、成長を振り返ることができるようにする。

B

・夏季休業中にQU分析の校内研修を行い、各担当で課題と2学期から
の対応策を考え、実践中である。
・委員会活動を中心として、学校に置ける各種課題を児童の視点から
見出し、課題解決を児童自身が話し合い、対策を講じた。
・学期の始めと終わりにキャリアパスポートを記入し、児童の足跡を残
し、児童自身の課題を意識させることができた。

B

・QUの結果を考慮した児童理解・学力向上に取り組むこ
とができていた。
・キャリアパスポートにより自分を振り返ることで、自分の
課題を解決しようとしたり、さらなる目標を持ったりするこ
とができた。

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能
力の育成

○「健康に食事は大切である」と考え
る児童生徒90％以上にする。

・「早寝早起き朝ごはん週間」を年2回実施して基本的生活
習慣の定着を図る。
・自分の健康を維持するために、各学年に応じた栄養素指導
を行い、食事の大切さを学ばせる。
・年1回給食運営委員会、各学期に献立委員会を行い、保
護者へ給食への理解を図る。

B

・「早寝・早起き・朝ごはん」アンケートを６月に実施した。アンケートの
結果及び朝ごはんの大切さについて、給食だよりで保護者へ伝えた。
2学期も「早寝・早起き・朝ごはん」の取り組みを行い、基本的生活習
慣の定着を図っていきたい。
・給食試食会をＰＴＡ保護者に向けて行い、給食についての理解を図っ
た。また、給食献立委員会で給食献立作成の方針や残食状況、衛生
面について話をした。

B

「食事は健康にとって大切だと思う」と答えた児童は98％で
あった。しかし、9月の朝ご飯アンケートでは、毎朝朝ご飯を食
べている児童は87％という結果であり、土日に朝ご飯を食べ
ていない児童が多かった。来年度は、食育や体作りの大切さ
等を担任と学校栄養職員とのＴＴ授業の取り組みなどを通し
て、さらに考えさせていきたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・職員会議の1時間以内実施。（2日前資料配布・事前
部会開催・ペーパーレス化）
・データの共有化と整理整頓の徹底を図る。
・定時退勤日を設ける。
・業務記録を有効活用し、各自の意識を高める。

B

・８月までの全職員の時間外勤務時間は平均37.58時間。昨年
度より、5時間くらい減少している。
・職員会議の1時間以内実施やペーパーレス化は取り組めて
いる。
・夏季休業中休暇取得目標日数を決めたり、年休取得促進週
間を設けたりして、教職員が休暇を取得しやすい環境を整備し
た。
・今後は定時退勤日の徹底を進めたい。

B

・「時間外の上限が守られている」と回答した教職員は４４％にとどまってい
る。特に定時退勤日の徹底を推進することが出来なかった。時間外勤務の平
均は前年度より減少（昨年度より２時間少ない３３．３９時間）しているが個人
差が大きかった。「今すべきこと」をしっかり把握した「時間」と「体調」の自己
管理を推奨していきたい。
・効率的な業務に努めていると回答した教職員は８６％、会議の1時間以内実
施やデータの共有化、成績２期制により、事務等の負担感が軽減し、限られ
た時間を有効に活用することができた。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果

◎郷土学習「思斉学」の積
極的な取組及び交流・体験
活動の充実

○郷土に誇りをもち、小・中交流や地
域との連携を通してよりよい社会を築
こうとする児童の育成

○「地域を活用し、思斉学に取り組ん
だ」と回答する教員を80%以上にする。

・社会科・生活科・総合的な学習の時間、その他体験活動等
で積極的に地域の施設や人材を活用した授業を実施する。
・委員会活動や児童会・生徒会活動を中心に、学校の課題を
解決するために小中合同でできる活動を考え、実行する。
・９月に地域の清掃活動として「小中合同ボランティア」、
３学期に「ようこそ先輩」の授業を計画し、実施する。

B

・感染対策を徹底した上で、総合的な学習でゲストティーチャーを呼ん
で地域学習をしたり、田植え体験をしたりする等、地域人材の活用をし
た学習を行うことができた。また、地域と合同の引き渡し訓練や交通安
全教室を開催し、地域との連携を強化した。
・小学部のボランティア委員会と中学部の生徒会奉仕部を中心に、小中
合同ボランティアを企画・運営し、異学年交流を推進する。
・中学部の教師による交流授業や中学部の行事や部活動を小学生が見に
行くなど、小中の交流を推進する。

B

・感染対策を講じた上で、ゲストティーチャーを呼んでの地域学習、新入学児
童との交流等、地域人材の活用や幼保小連携を推進した。
・小学部の環境委員会と中学部の生徒会を中心に、１１月よりアルミ缶集めを
スタートした。合同の取組ができているのは大変有意義である。
・中学部の美術・家庭科教師による乗り入れ授業は専門的な知識や技能を学
ぶ場、中学部への滑らかな接続としてとても効果的だった。
・「地域を活用し、思斉学に取り組んだ」と回答した教員は70%で目標の80％
には達せず、コロナ禍での取組推進が課題である。

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○個に応じた支援に係る取組(共通理
解、保護者対応、職員研修)ができて
いると回答した教員を85％以上にす
る。

・配慮を要する児童に、必要に応じて教育支援会議を行った
り、巡回相談や専門家チームの派遣を利用したりして、より
よい支援を行う。また、個別の指導計画を作成し、支援に生
かす。
・夏季休業中に講師を招聘して小中合同研修会を行ったり、
特別支援学級の授業参観及び授業研究会を行ったりすること
で、職員全体の意識を高める。

A

・配慮を要する児童について適宜教育支援会議を行った。また、必要
に応じて保護者との話し合いに、コーディネーターが入り、スクールカ
ウンセラーや関係機関を紹介した。個別の指導計画は100％作成して
おり、支援に生かしている。
・8月に特別支援の研修会を行い、職員の理解を深めた。また、10月
に特別支援学級の公開授業を行い、さらに職員の意識を高めていく。

A

・「個に応じた支援にかかる取組ができている」と答えた職員
は100％であり、個別の指導計画を生かし、必要な支援をする
ことができた。
・10月に特別支援学級の公開授業をして意見交流を行った
り、特別支援に関する講和を聞いたりすることで、職員全体の
理解を深めことができた。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

中間評価 最終評価

学校名 佐賀市立思斉小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・全ての項目で「概ね達成できた」（Ｂ評価）以上の結果となった。これは、職員で共通理解のもと工夫した教育活動に取り組んだ成果だと考える。
・次年度は今年度の反省をもとに、以下の３点を重点目標として取り組んでいく。
①小中一貫カリキュラムをもとに学力の向上を図る。・・・校内研究を中心に全職員で共通理解・共通実践を意識しながら、児童のつけたい力を意識した授業づくりを継続していきたい。
②一貫した生活・生徒指導と心の教育を進め、豊かな人間性を育成する。・・・開発的生徒指導の観点で学校生活上の課題の解決に取り組み、児童自身が主体的に解決する力を育んでいきたい。
③家庭・地域・関係諸団体と連携を図った教育の推進する。・・・形態を工夫しながら地域連携や小中連携を進め、社会に開かれた教育活動を充実させていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

１　前年度

　　評価結果の概要

〇前年度は小中連携学力向上地域指定事業２年目として、「問い」を重視した単元指導計画や授業展開について小中合同で研究や授業公開を行い、学ぶ楽しさを実感できる授業づくりについて深めることができた。今年度は児童の学びの質を高めるよ
うな授業づくりと家庭学習の習慣化を継続して取り組む。
〇前年度はコロナ禍の中、様々な場面で地域との交流や小中合同の交流が制限された。今年度は、リモートや少人数など、形態を工夫しながら地域連携や小中連携を進め、社会に開かれた教育活動や心の教育を充実させていきたい。小中一貫校とし
て、9年間の児童生徒の成長について職員で共通理解のもと工夫した教育活動に取り組む。
〇学校運営に係る業務改善については、勤務時間の上限45時間を平均では下回ったが、個別には超過する職員が毎月4～5名程度いた。今年度は適正な勤務時間の管理に加え、仕事の質の向上を図るため、業務内容について定期的な点検・改善を
行い、働きがいのある職場づくりに取り組む。

２　学校教育目標 『見賢思斉』の精神で　たくましく未来を切り拓く児童の育成　　　～小中一貫教育の推進を通して～

３　本年度の重点目標 ①　学ぶ意欲をもち、主体的・対話的で深い学びの実現へ向けた授業改善を図る。　　　　　　　②　社会に開かれた教育活動や心の教育の充実を図る。


